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嶋戸東遺跡、は、成東町の北に位置する島

戸地区にあります。遺跡の付近には数多く

の古墳のほか、今から 1，200年ほど前に創建

された真行寺廃寺があります。ごの寺跡か

らは「武射寺」と書かれた墨書土器が出土

し、律令時代にこの地域に置かれていた武

射郡の郡寺*と考えられています。全国各地

の調査例では、郡寺は郡の役所である

「郡街Jの近くに設置される場合が多く、こ

の地域は古くから注目されていました。最

近の調査で、奈良や京都などの寺院に見ら

れる回廊のような掘立柱建物跡も見つかっ

ています。

このように、古代の役所跡が存在する可
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縄文土器は今から12，000年ほど前に作りは

じめられたと考えられています。 しかし、

その始まりの時期の様子となると遺跡も少

ないためまだまだわからないことが多く、

なぞに包まれています。そのため、新たな

発見のニュースがあれば、それがどんなに

小さな土器片であっても、全国レベルで注

目されることとなります。

今回紹介する遺物は、そうしたなぞの時

代の土器です。東金市の大谷台遺跡は市の

北西部の八街市との境に近い、馬の背状の

やせ尾根に位置します。そこから、縄文時
ぴり時う させ んもん

代「草創期
そうそう さ

」の微隆起線文土器と言われる

土器が発見されました。 ミミズ腫れのよう

な極めて細い線を土器の器面にめぐらせた

土器で、ヘラのような工具を強く押しつけ

能性が高くなったので、平成9年10月から 1


か月間、確認のための調査を行いました。


その結果、多数の奈良・平安時代の掘立柱

建物跡、倉庫を建てるために地盤を突き固

めた基壇跡を確認することができました。

中でも注目されるのは、� 3間X5問の大型の

掘立柱建物跡です。ほぼ同一の場所で何回

か建て替えられていました。東西� 18m、南

北 7~8mの規模をもち、東西の柱穴の間隔

は3.6m (12尺)もありました。柱穴は四角

形で、� 1辺が1.5m以上の大きさ、深さは最も

深いもので、1.7mで、した。柱の太さは� 40cmほ

どと考えられ、電信柱並の太さです。長年、

発掘調査を行っていますが、大きさに圧倒

されてしまいました。規模が大きく、方向

が同じ向きになるなどの規格性のみられる

掘立柱建物跡や、基壇跡が存在することな

ど、今回の調査で郡街のあった可能性がさ

らに高くなったと言えるでしょう 。

(小林信一)
弐担;寺 :君 s衡からほど近い場所に置かれた寺で、郡の長官である郡司

ぐんじ

の

氏寺の系譜を引くものが多い。

復元図

て紋様をっくります。微隆起線文土器は、

草創期の土器でも最も古い段階に位置づけ

られるものです。県内では鎌ヶ谷市林跡遺
はや しあと

ゼこくあ な

跡、印西市地図穴遺跡、印施村瀬戸遠蓮
せととおばす

遺

跡、多古町一鍬田甚兵衛山南
ひとく わ だじんべいや まみなみ

遺跡(空港

NO.12遺跡)、市原市南原
みなみはら

遺跡、富津市

前三舟台
ま えみふねだい

遺跡など指折り数えるほどしか知

られていません� 全国的にも青森、山形、O

茨城、東京、神奈川、新潟、長野など日本

の北東部の都県で数遺跡、ずつ見つかってい

るぐらいで、ほかに長崎県の洞窟遺跡から

も出土しています。大谷台遺跡、からは、残

念ながら住居跡は見っかりませんでしたが、

はるか昔の私たちの先祖の活動の跡を示す

ものとして、大変貴重なものと言えます。

(安井健一)

遺跡今昔物語⑤

千葉東金道路は、東金インターチェンジかう横芝町

まで延長されることになり、平成10年3月の開通を

めざして工事が進め5れています。

計画された道路敷地には、古墳や集落跡など38か

所の遺跡があったため、平成5年か5順次発掘調査を

行いました。昨年8月までにすべて調査が終了し、現

在は出土品の整理作業を行っています。

道路幅の調査なので、遺跡の全体像を明らかにする

ことはできませんが、|日石器時代か5近世までの貴重

な資料が得5れ、遺跡の概要がつかめてきました。

さて、どのような昔の姿が見えてきたのでしょうか。

調査された主な遺跡の様子を紹介します。

(石塚浩)

赤羽根遺跡

工事中の千襲東金道路

お が さきだい�  / 

小川崎台遺跡� O 
・古墳が4基造られた。そのうちの前� F 
方後円墳1基には、人物・馬 ・家をか

たどった埴輪が並べられた。(有力な

豪族がいたのでしょう)

英語詰遺跡
・縄文時代の草創期から前期にかけ

てこの地を訪れた人々がいた。(くわ

しくは「収蔵遺物コーナー」をご覧 〆
ください /-

前畑遺跡

-江戸時代、 幕府によ って

佐倉七牧の一つ小間子牧が

経営 され、牧場から馬が逃

げるのを防ぐための土子が

築かれた U

千藁東金
有料道路� 

.は、その他の遺跡

-奈良・平安時代にはムラができた 0

・室町一戦闘時代、幅4mもある嬬を

もっ居敷が建てられた。付近には共

同墓地が造られた。(堀にかかる橋を

往来したのはどんな人たちだったの

でしょうか)

行われ、� 2か所の環状ブロックが形成さ

れた。(大型の動物の狩りをするために、

たくさんの人々がこの地に集まり、石

器を加工していたのでしょう)

くりやさ� !fう

栗焼棒遺跡� 

④ 

して、その後ムラはどこへ

移っていったのでしょう)

・古墳時代から平安時代にかけてムラがで

きた。その中にほかの住居よりもずっと大

きな掘立柱建物が建てられた。(ムラにとっ

て大切な場所だったのでしょう)

大山遺跡

四ツ螺遺跡

ょ っ づ か

四ツ塚遺跡
・旧石器時代� (3万年前)に石器作りが






